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 校歌 歌い隊!!   
みんなにできるようになってほしいこと 
 
今の学年のうちに確実にできるようになっ

てほしいことの一つに、「校歌を歌えるように
なること」があります。猛威を振るっている感
染症のために、大きな声で歌うことが制限さ
れてまもなく丸３年になります。でも、ここは学
校です。やはり前渡小に通っているからに
は、校歌を覚えて卒業してほしいと強く思っ
ています。先生たちにはここ数カ月何度か呼
びかけてきたので、意識して何とか歌えるよう
に工夫をしてくれているところです。 
 …とそんな中、職員室まで校歌を聴いてく
ださいと歌いに来てくれる子たちが現れはじ
めました。校歌を３番まで聴くのは１月３０日
が初めてです。とても貴重な時間でした。 
時間はかかっても、まずはみんな一人ひと

りが校歌を最後まで覚えて、そしていつの日
にか八百人の大合唱を聴ける日が来てほし
いものです。 
６年生のみなさん、今年の卒業式、マスク

越しではあっても、全員での校歌斉唱を楽し
みにしています。 

校歌を歌い終えての記念撮影 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
   

学校の様子から － 蒼鷺  
 

 １月 20 日(金)、朝 8 時過ぎのことです。

５年生が気づきました。職員室前の池の縁
(ふち)に大きな鳥が仁王立ちでたっていま

した。とても立派な鳥 – 蒼鷺（アオサギ）で
す。なぜここにいるのか、その目的は鯉では
ないでしょうか。視線を水中に落とし、何や

ら思案しているようです。しかしながら、どう
したらものにできるのか名案は浮かばないようです。人の気配を感じると、そっと抜き

足差し足しでその場から少しだけ離れますが、身の安全を確認するとまた戻ってくる
素振りを見せてくれました。池の鯉も野鳥も、心を和ませてくれる生き物ですが、鯉が

食べられてしまうのは避けたいし、でも、蒼鷺にはできるだけ多くその姿を見せてほし
いし、といった思いが錯綜します。２月に実施予定の野鳥観察の際には、蒼鷺にもそ

の姿を、６年生の前に見せてほしいです。   

第７０回 勝田全国マラソン開催 
 
記念すべき第 70 回勝田全国マラソン大会

が、令和２年の実施以来３年ぶりに開催され
ました。直前の一週間のうちに２度も雪が降
ったので、当日の天気はどうだろうと思うと
ころもありましたが、好天に恵まれました。そ
れにしてもとても迫力がありました。実に 47
都道府県の内42の地域から約一万五千人もの
ランナーが参加したとのことで、当日は地響
きとも言えるような足音が聞こえました。 
さて、勝田マラソンが前渡小に何の関係が

あるのだろうと思われる方もいるかと思いま
すが、実は前日の 1月 28 日に大会の開会式が
あり、そこに呼ばれて、感謝状をいただくとい
う名誉ある機会に恵まれました。その理由は、
これまでに本校吹奏楽部が、長年にわたり沿
道で演奏をして大会の応援をしてきたことで
表彰につながったからです。それにしても、今
回にしてもホタルの森にしても、これまでに
本校に関わった児童、先生方、保護者、そして、
地域の皆様など多くの方々のおかげで表彰に
至り、ただただ感謝申し上げる次第です。 
今、このような機会に恵まれて思うことは、

現在、自分たちのしていることが伝統となり、
受け継がれて一つの文化となり、先の誰かが
表彰されるような、そんなことがもしもでき
たらということです。前渡、馬渡、そしてひた
ちなか市・・・と、地域とともにある学校とし
て、この先何か未来の人たちに託して、貢献で
きることはないでしょうか…。 
 

『君よ、勝田の風になれ』 
 
こんなすてきな題名の歌が勝田マラソンには
あります。 
１ ２月には
本校でも持
久走大会を
開催しまし
たが、将来、
本校の卒業
生が誰かし
らこの大地
を走る日が
来るかもし
れません。 



 

 

 
生活科の自分発見の授業です。自分が生まれて

からこれまでの成長を振りかえって、アルバムの作成
をしています。この日のために家から持ってきた写
真を見つめながら、その当時のことを思い出して書
きつづっています。自分にしか分からない記憶をた
どって短い人生を立ち止まって考える、とても良い機
会です。 
大きくなって読み返す日が来るといいですね。 

 
 川崎先生を講師としてお招きし、干し芋作りを
行いました。当日は、学年委員の保護者の皆様
にもお手伝いいただき、蒸かしたばかりの甘い
サツマイモの香りに包まれながら、楽しく活動で
きました。全体の流れについて説明を聞いたあ
と、竹のヘラで皮をむき、特別な器具を使ってサ
ツマイモをスライス状にします。ちなみにこの日
の様子は、近々市報にも掲載される予定です。 

 
清掃の時間の様子です。前渡小では給食、

昼休み、そして掃除の順番でお昼時の時間は
流れます。昇降口では絵に描いたような上品な
様子で、一人ひとりの下駄箱の土や砂を丁寧に
はらっています。後輩の１・２・３年生のお手本に
なるとてもすばらしい姿です。この写真を見ただ
けでも、来年度は黙働での清掃もできそうな気
がしてきました。 

 
 学年委員の皆様がボランティアとして家庭科
の授業に参加してくださいました。今ランチョン
マットを製作していて、ミシンやアイロンを使うの
は初めてです。縫うときに布に手を添えてくださ
ったり、アイロンでやけどをしないように見守って
くださったりと助けていただきました。おかげさま
で、安全にランチョンマットづくりに取り組むこと
ができました。本当にありがとうございました。 

こちらは一年生、生活

科の「ふゆとなかよし」の

学習で、紙コップやストロ

ーを使って風車を作りまし

た。風が吹くと勢いよく回

りました。さらに風に向か

って走って、たくさん風車

を回していました。誰も彼

も満面の笑みを浮かべて

いて、本当に嬉しそうで

す。ただ走ること一つをと

っても、競争なのか、それ

とも無邪気に走るのかで

随分と表情も違うように感

じます。多分、作るのには

手間がかかり、難しさを感

じた子もいたのではないかと思いますが、自分で作り上げたもので遊ぶ喜びは、ものづくりの楽しさに

気づくきっかけになったのではないでしょうか。 

毎年の正月の恒例行
事、書き初め大会の様
子です。全学年ともそれ
ぞれに時間をとって臨
みました。こちらは６年
生、１月１０日のことで
す。６年生の課題は「将
来の夢」です。『しん』と
静まり返った体育館で、
集中して書き初めに取り
組むことができ、新年を
始めることができました。
書写 -毛筆の授業は、
小学校では３年生が最
初ですが、３・４・５・６年
生と習ってきて、卒業前
最後の書き初めです。
普段の生活ではまずし
ない両膝をついてのこと
でしたが、流石は最高
学年、落ち着いている様子が伝わってきました。日本の伝統文化、大人になっての書き初めは、ま
ず中々しないことのようにも思われますが、子どもの頃に経験した記憶は、これから先もずっと残っ
ていてほしいところです。  
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